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地方創生に役立つ

全国の図書館のビジネス支援

2020年1月15日（水） ビジネス支援図書館推進協議会
会長 竹内 利明(電気通信大学客員教授)
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本資料は情報提供を目的とし
ていますので、時間的制約か
ら説明できない内容も含まれ
ています。



レジュメ：本日お伝えしたいこと

１．ビジネス支援図書館がなぜ地域経済に貢献できるのか
1） 創業者・中小企業者に必要な情報が変わった
2） 情報を収集・蓄積・整頓し、取り出せる閉架書庫は図書館だけ
3） 図書館だからできるビジネス支援

２．20年続けてやっと成果が見えてきたビジネス支援図書館
1） ビジネス支援図書館推進協議会
2） 沿革（政策、施策の支援に支えられて）
3） 司書教育（私費で参加する司書３５％）

３．これからの展開
1） ビジネスパーソンのレファレンスがビジネス支援の質を上げる
2） 政策広報に活用（年間数十万～百万人以上来館する図書館）
3） 官公庁の調査報告書等を関連図書館に寄贈して活用



中小企業成功モデルの変化

受注(下請け）型⇒ ⇒ 自立型

年代
終戦後の成功モデル

1985年以降徐々に衰退傾向

1980年代後半から
徐々に浸透

産業
構造

工業を中心とした社会
サービス産業化
知識基盤型社会

価値
観

ものの豊かさ
ものからコトへ
心の豊かさ

成功
モデ
ル

大企業系列の下請け企業
（B2B）

消費者への直接販売：B2C
独自の技術・サービス・商品：B2B

差別化、ニッチ、価格決定の競争力

必要
情報

発注先の経営方針・
開発動向・生産情報等

市場動向,技術,特許,デザイン,販路,
広告,マーケティング,文化,歴史等

情報
収集

発注先と密な
コミュニケーション

広く情報を収集
⇒図書館の役割大

（筆者作成）
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公共図書館のビジネス支援サービス（導入推奨例）
司書のサービス提供能力向上に連動してレベルアップ

１）ビジネス支援コーナー（ビジネス支援開始宣言：名称付与）
①ビジネス雑誌・書籍コーナー ②地域ビジネス情報掲示板
③政策情報提供（中小企業庁、特許庁） ④自治体政策情報
⑤自治体購入の書籍、雑誌類の二次活用

２）ビジネス・レファレンス
３）レフェラルサービス（館外情報源の紹介）

経済団体、大学・専門図書館等、公設研究機関、専門図書館など
４）経営講座・セミナー事業（司書教育も兼ねて企画）

起業・経営講座（日本政策金融公庫や地元金融機関と連携）
５）経営相談会（創業、企業・経営等）（図書館資料活用した相談会）

よろず支援拠点や中小企業診断士協会と連携
６）ジョブ アンド キャリアサービス

就職情報提供、住民のキャリアデザイン支援
７）科学・技術情報支援
① 論文等科学技術情報検索提供サービス
② 技術シーズ・ニーズ紹介
③ 特許情報（情報提供・アドバイザー相談会等） 5



８）マーケティング情報提供
日本統計センター（ミーナ）,マーケティング・データバンク等

９）産業振興支援
① 農業支援（就農支援、農商工連携、六次産業化）
② 工業（製造業）支援（企業紹介、商品開発）
③ 商業・サービス業・観光（まちゼミ、観光交換展示）
④ ソーシャル・ビジネス支援（NPO・コミュニティビジネス）

１０）ビジネスプラン（事業計画）支援
① ビジネスプラン作成支援・ビジネスプランコンテスト
② 高校生ビジネスプラン作成講座（YAサービス）
③ プログラミング教室、３Dプリンタ設置(児童コーナーに設置等)

１１）住民の投資活動支援（不動産、株式等情報）
１２）産業振興政策立案支援（RESAS等)
１３）情報配信サービス（メルマガ等によるビジネス情報配信）
１４）コワーキング・ファブラボ・インキュベータ等併設

街のにぎわい拠点として積極的に活動
１５）ビジネスで利用する産業人による図書館連携・支援組織

（2016年8月20日改訂３版筆者作成）
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ビジネス支援図書館推進協議会（ＢＬ協議会）

■ビジネス支援図書館推進協議会設立の経緯
ニューヨーク公共図書館のＳＩＢＬのビジネス支援
サービスを紹介したジャーナリスト菅谷明子氏（ＢＬ
協議会顧問）の報告をきっかけに、日本の図書館界で
関心が高まり2000年12月に設立
個人会員232名（3,000円:2019年6月現在）学生無料
施設会員12館（10,000円）
賛助会員13機関（50,000円）入会順
○紀伊國屋書店○機械振興協会BICライブラリー
○丸善○読売新聞社○日本統計センター〇きんざい
○東洋新報社○法経書出版協会○図書館流通センター
○プロネクサス〇ヤオキン商事〇富士通システムアプ
リケーション＆サポート〇マージェント・ジャパン

■メーリングリストで最新情報を提供 各種相談も可能

http://www.business-library.jp/


ビジネス支援図書館推進協議会（ＢＬ協議会）

■ビジネスライブラリアン（ＢＬ）講習会
2004年第１回(静岡)～第18回東京 合計501名受講
受講料30,000円(約65％が公費派遣)
第20回予告：2021年2月17日（月）～19日（水）

（東京開催を計画中）
■情報ナビゲーター交流会・2011年～8回で1,017名参加
第9回2020年6月13日（土）BICライブラリー（神谷町）

■全国図書館大会の分科会で発表
2003年度（第89回静岡）、2007年度（第93回東京）、
2008年度（第94回神戸）

■米国図書館協会（ALA)年次大会
2017年（シカゴ）ポスター3件発表
2018年（ニューオリンズ）ポスター1件発表
2019年6月（ワシントンD.C)ジャパン・セッション開催

http://www.business-library.jp/


ビジネス支援図書館 沿革(１) 敬称略

1999年 8月 中央公論「進化するニューヨーク公共図書館」菅谷明子

2000年11月 図書館総合展 菅谷明子講演
11月 通商産業省を菅谷、竹内が訪問
12月 通商産業研究所で意見交換（常世田、竹内ほか）
12月 ビジネス支援図書館推進協議会設立

会長竹内,副会長(現顧問):菅谷,松本(ひつじ書房)
2001年 7月 中小企業総合事業団：新事業支援開拓助成金

7月「公立図書館の設置及び運営上の望ましい基準」
(2001年文部科学省告示第132号) 

7月 シンポジウム「ビジネス支援図書館への挑戦」(350人)

9月「浦安市立中央図書館」ビジネス支援事業
2002年 3月 広島県立図書館 ビジネス支援コーナー

6月 東京都産業労働部「TOKYO SPRing」東京商工会議所
7月 足立区立竹の塚図書館ビジネス掲示板(就職情報等）
9月 RIETI政策シンポジウム「動き始めたビジネス支援図書館」

10月 小平市立中央図書館ビジネス支援セミナー（全5回）



ビジネス支援図書館沿革（２） 敬称略

2003年 6月 骨太の方針2003「ビジネス支援図書館」
6月 東京都立中央図書館ビジネス支援サービス開始
7月 RIETI政策シンポジウム「アメリカ公共図書館のビジネス支援」

9月「未来をつくる図書館」(岩波新書)菅谷明子
11月 全国図書館大会（第89回静岡）

2004年 6月 中小企業庁政策広報誌図書館送付開始
7月 第1回ビジネス・ライブラリアン講習会（静岡）
9月 静岡市立御幸町図書館ビジネス支援サービス
10月 第22期東京都立図書館協議会委員（竹内）

2004年 4月 鳥取県立図書館ビジネス支援サービス
2004年 4月 大阪府立中之島図書館ビジネス資料室
2005年11月 広島市立中央図書館ビジネス支援コーナー
2005年～07年 科学研究費補助金(田村俊作)「‣‣ビジネス支援図書館‣‣」

2006年 3月 文部科学省「これからの図書館像」
11月 全国図書館大会（第93回東京）

2008年10月 全国図書館大会（第94回神戸）



ビジネス支援図書館沿革（３） 敬称略

2009年 7月 図書館振興財団助成金（2009．2010年度）
2010年 8月 第1回ビジネス・レファレンスコンクール（事例集）
2011年11月 第1回ビジネス・ライブラリアン講習会（中級）

11月 第1回情報ナビゲーター交流会
2014年 6月 委員会活動開始（国際・選書）
2015年 3月 全国公立図書館協議会 課題解決サービス調査報告
2017年 6月 ALA（米国図書館協会)全国大会(シカゴ)ポスター3件
2017年11月～28年1月 埼玉県ビジネス・ライブラリアン講習会
2018年 5月 ALA全国大会（ニューオリンズ）ポスター1件
2019年 6月 クラウドファンディング243名1,593,000円

6月 ALA全国大会（ワシントンD.C)ジャパン・セッション
ALAポスター1件（機械振興協会BICライブラリー）

11月 図書館総合展 ALAジャパン・セッション報告会
11月 Library of the Year ライブラリアンシップ賞受賞



ビジネス支援サービス提供図書館
（都道府県立図書館）

１） 名称付与して
ビジネス支援 33館 70％

２） 名称付与せず
ビジネス支援 12館 26％

３） 未実施 2館 4％

合計47館（都道府県）

出所：2014年度全国公共図書館協議会「公立図書館における課題解決支援サービスに関する実態調査報告書」か
ら筆者が作成

33館12館

2館
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ビジネス支援サービス提供図書館
（市区町村立図書館）

出所：2015年度全国公共図書館協議会「公立図書館における課題解決支援サービスに関する実態調査報告書」
から筆者が作成

１） 名称付与して
ビジネス支援 169館 13％

２） 名称付与せず
ビジネス支援 356館
実施合計 525館 40％

３） 未実施 770館

合計1295館（無回答16館）

1,311館の98.8％が回答
図書館設置市町村は
1,741市区町村の75.3％

169館

356館770

館
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出所：2014年度全国公共図書館協議会「公立図書館における課題解決支援サービスに関する実態調査報告書」か
ら筆者が作成

市町村立図書館

都道府県立図書館

ビジネス支援サービスを名称付与して開始した時期



ビジネス・ライブラリアン講習会（受講者の所属館）
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摩
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塩
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玉
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合
計

埼玉 １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ ２ １４ １ ２７

鳥取 １ ２ ２ １ １ ２ ２ １ １ ３ １ ２ １ １ １ １ 23
東京 ５ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ ２ １ １ 1９
新宿 １ １ ２ １ １ ２ １ ３ ２ １ ２ 1７
札幌 １ ３ ２ ７ ３ １６

葛飾 １ ２ １ ３ ２ ２ ２ ２ １５

国会 １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ ２ １ １ １４

広島 １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １１

新潟 １ １ １ １ ５ １ １０

熊本 １ １ １ １ １ １ １ １ １ ９

沖縄 ３ ３ １ １ ８

高知 １ １ １ １ １ １ １ １ ８

宮崎 １ １ １ １ １ １ １ １ ８

受講
者計

20 20 20 18 22 27 21 23 18 27 21 42 45 40 45 31 20 41 501



第17回ビジネス・ライブラリアン講習会（札幌ちえりあ）
2017年9月12日（火）～14日（木）受講生３１名

受講者、講師、ボランティアスタッフ、事務局



講義

第17回ビジネス・ライブラリアン講習会（札幌ちえりあ）

全国からお土産：おやつ



第17回ビジネス・ライブラリアン講習会（札幌ちえりあ）

グループワーク

グループワーク



ビジネス支援図書館推進協議会（委員会）

■ 国際ビジネス支援サービス調査研究会(グローバルグループ)
2013年試行的に実施、2014年7月16日に報告会を実施
2017年6月シカゴ ALAポスターセッション参加
2018年6月ニューオリンズ ALAポスターセッション参加
2019年6月ワシントンD.C. ALAジャパンセッション

■ ビジネス支援選書調査研究会（2014年6月発足）
ビジネス支援のための選書について研究する。
① 参考図書
② 新聞、雑誌、データベース
③ 書籍（経営書、伝記、ノウハウ本・・・など）

■ データベース研究会（2017年6月発足）
RESASをビジネス・レファレンスに活用するための方法を研究
有料データベースを図書館員が使いこなすための方法を研究

■ （不定期）図書館員のための優良企業見学会
地域の優良企業を見学して、近隣の図書館でワークショップを行
い、企業見学のポイント、解説などを行う。



国際ビジネス支援サービス調査研究会（グローバルグループ）

ALA（American Library Association)
2019 Annual Conference Wasington.D.C.（June22）
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Library of the Year 2019
ライブラリアンシップ賞受賞

主催:IRI知的資源イニシアティブ
対象事業名：
日本における公立図書館のビジネス支援サービス推進と実践

機関名：ビジネス支援図書館推進協議会とその実践者
授賞理由

2001年から公立図書館がビジネス支援サービスを行うための
調査・研究を行い、関連セミナーを継続して開催している。ま
た、図書館職員等を対象とした講習会を１８回にわたり開催、
その500名の受講者が、全国の図書館でビジネス支援サービス
の構築に努め、同時に様々な図書館サービスに取り組んでいる
ことを評価した。2019年にワシントンで開催されたＡＬＡ年次
大会には公立図書館職員と協議会関係者を派遣し、世界に向け
て日本のビジネス支援サービス等の発表を行っている

https://www.iri-net.org/loy/loy2019-second-selection-result-reason/

https://www.iri-net.org/loy/loy2019-second-selection-result-reason/


Library of the Year ライブラリアンシップ賞受賞



公共図書館ビジネス支援
サービス開始（名称付与）
セミナー・相談会等開催

利用者が創業・経営課題や
情報収集で図書館に相談

司書が再度調査して情報を
提供

司書が提供する情報を利
用者と一緒に検討

司書が調査して情報提供
（ビジネス支援能力向上）

利用者が図書館を支援機関
と認識し利用が促進する

レベルアップしたビジネス
支援サービスを企画・実行

ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ

ビジネス・レファレンス
利用者とともに成長・コミュニケーションが重要

図書館利用者
ビジネスパーソン 公共図書館・司書

（筆者作成）



中小企業庁広報冊子の図書館配布
http://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/pamfsystem/pamfsystem.html

ビジネス支援図書館推進協議会の企画提案で実現

０４年５月：ＢＬ協議会会員が仲介して会員が所属する公共図書
館に中小企業庁の広報冊子を送付するサービス開始

０６年：ＢＬ協議会会員所属図書館以外にもサービス提供開始
中小企業庁広報相談室 登録図書館：2013年9月現在98館

鳥取県立図書館 宇都宮東図書館 24

http://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/pamfsystem/pamfsystem.html


中小企業庁広報冊子（2018年6月1日現在）
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特許庁中小企業支援施策パンフレット

毎年4月初旬、送付先名簿更新
依頼がある。その際、希望する
若干の図書館を追加している
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ビジネス支援関連チラシ・パンフレットコーナー

27

長岡市立中央図書館 大阪府立中之島図書館埼玉県立熊谷図書館

愛媛県立図書館

秋田県立図書館

葛飾区立中央図書館

新潟市立中央図書館

岐阜市立中央図書館

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
図書館が各支援機関のハブの役目を果たし、各機関、たとえば、国・県・市の創業支援機関や、日本政策金融公庫、商工会議所、発明協会、ジェトロ、地元銀行、インキュベーション施設などのチラシやパンフレットなどを設置して、収集した情報を利用者方へご案内をしています。提供するのは、ビジネス相談会やセミナー、あとは窓口などで提供しています。また、中小企業庁から発行されているパンフレットは、、急に２年前くらいに中小企業庁に送ってもらえくれるように依頼したら、依頼先が創業支援の機関だったら送料が無料なのに、図書館だと有料だと言われました。有料の時期は、地元の中小機構などにお願いしていただいたりしていました。それを竹内先生が中小企業庁にかけあってくださって、現在は中小企業庁に依頼して送料無料で送ってもらっています。必ず依頼する冊子は、毎年度の『中小企業施策利用ハンドブック』や『夢を実現する創業』などです。



行政購入資料の二次活用（長岡市立中央図書館）
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開催日時 会 場 主たるテーマ 参加者数

第8回 2019年
5月25日（土）

旅の図書館（青山）
Next Library図書館の魅力を最大
化するブランド戦略、ホテルのコン
シェルジュに学ぶ接客術

110名/
累計1,017名

第７回 2018年
6月16日（土）

機械振興協会
（BICライブラリー）

文部科学省社会教育行政最新動向

元図書館員の語る図書館の姿 151名

第６回 2017年
6月17(土)～18(日)

機械振興協会
（BICライブラリー）

図書館の戦略的広報
RESAS ・がんと就労

163名

第５回 2016年
6月18日（土）

機械振興協会
（BICライブラリー）

日本でいちばん大切にしたい会
社・情報をキーワードに時代を切り
開く女性たち

150名

第４回 2015年
6月13日（土）

日本政策金融公庫
東京中央支店

中小企業支援と図書館、
エコノミックガーデニング、ジャーナ
リストは今の図書館界を

147名

第３回 2014年
6月14日（土）

内田洋行
ユビキタス協創広場

3人の現場主義者が語る、
図書館の今

121名

第２回 2012年
11月19日（月）

機械振興協会
（BICライブラリー）

中小企業の知財支援 70名

第１回2011年
11月11日（金）

機械振興協会
（BICライブラリー）

政府機関・専門図書館との
連携

105名

情報ナビゲーター交流会(無料)：ミニプレゼン大会



情報ナビゲーター交流会：全国の意欲的な司書の交流の場

第5回2016年

懇親会

文部科学省講演
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第7回2018年

第8回2019年

第8回2019年 第3回2014年



 地方創生レファレンス大賞

→2019年度からレファレンス大賞

 参考資料

カレントウェアネスNo.335
 『「地方創生レファレンス大賞」3年間の歩み』

 糸賀雅児慶應義塾大学名誉教授

 http://current.ndl.go.jp/ca1918

http://current.ndl.go.jp/ca1918


2015年度地方創生レファレンス大賞

（応募総数34件）

◆ 文部科学大臣賞 鳥取県立図書館
「中心市街地活性化に繋がる図書館活用

～マチナカの人・歴史・再発見！～」

鳥取市中心市街地活性化協議会 タウンマネージャー 成清仁士さん

◆ 公益財団法人図書館振興財団賞 熊本県立図書館
「遠隔画像診断事業立ち上げ時の課題解決」

株式会社ワイズ・リーディング 中山善晴さん

◆ 審査員会特別賞 くまもと森都心プラザ図書館
「創業300年の老舗をひご野菜でブランド化」

細工豆腐製造卸販売の老舗「麩屋氏助」



最優秀賞・優秀賞受賞事例について、図書館のビジネス支援を利
用して商品開発や起業・創業に成功したサクセスストーリーを漫
画化して公開している。
https://www.library.pref.tottori.jp/business/cat/cat6/
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2016年度地方創生レファレンス大賞

（応募総数8件）

◆ 文部科学大臣賞 岡山県立図書館

中山間地域の産業を応援！

～岡山県小田郡矢掛町干柿の里の活性化～

◆ 公益財団法人図書館振興財団賞 鳥取県立図書館

ひまわりオイルが地域を潤す！(2016)

◆ 審査員会特別賞 横浜市港北図書館

横浜港北昔ばなし紙芝居の創作・上演・ライブラリー

活動支援de地域の元気づくりと地域文化の継承



2017年度地方創生レファレンス大賞

（応募総数17件）

◆ 文部科学大臣賞 沖縄県立図書館

「沖縄県系移民一世ルーツ調査」

◆ 公益財団法人図書館振興財団賞 広島市立中央図書館

「ふれあいを大切にする創作おはぎ屋の開業で地域を

笑顔に」

◆ 審査員会特別賞 塩尻市立図書館

「家印」 創業までの道のり」



2018年度地方創生レファレンス大賞

（応募総数10件）

◆ 文部科学大臣賞 呉市議会図書室

「議会図書室発の政策形成力の強化」

◆ 図書館振興財団賞 まもと森都心プラザ図書館
「熊本地震から日本一の銭湯へ」

◆ 審査員会特別賞 利用者／岡山県立図書館
「映像資料による郷土の魅力再発見」
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